
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 地域のママも参加！近隣住民を巻き込んだ約１万人による大規模避難訓練！■ 

「関大防災 Day2018～広がれ！みんなの安全・安心！～」を実施 
～ 30 の企業・団体が出展する防災啓発ブースも設置し、役立つ防災グッズ・知識を紹介 ～ 

【日 時】10 月 25 日（木）11：40～15：00  【場 所】千里山キャンパスほか 全 5 キャンパス 

関西大学ではこのたび、学生・教職員・近隣住民ら約 1 万人が参加する大規模地震避難訓練       

「関大防災 Day2018 ～広がれ！みんなの安全・安心！～」を、10 月 25 日（木）11：40 から、         

千里山キャンパスを含め、全 5 キャンパス（千里山・高槻・高槻ミューズ・堺・北陽）にて実施します。 

 
 
 
 

■「関大防災 Day」とは 
地域防災力を高めるべく、2010 年から実施している大規模避難訓練を含めた防災啓発イベント。授業中に

マグニチュード 7.6（震度 6 強以上）の「上町断層直下型地震」が発生したと想定し、学生・教職員の避難か

ら誘導、安否確認に至るまでを、本学オリジナルの「地震対応マニュアル」に基づいて実施する。地元自治体・

警察署・消防署・民間企業など、学外の団体とも連携し、多方面から防災啓発を図る。 
■ 防災関連イベント（千里山キャンパス）の内容 ※詳細は次ページご参照 

大学・地域協同による炊出し訓練をはじめ、火災発生時の煙体験や水害時の浸水時ドア開閉体験、日本赤十

字社による応急処置体験、消火器・消火栓放水体験、キャリダン（非常用階段避難車）や降下型の避難器具  

体験、災害用備蓄倉庫見学ツアーなど、防災に関連した様々なイベントを実施。 
■ 今年の特長 
１．出展企業の一つ、㈱理経による「体験型 VR 訓練ソリューション」で火災現場からの脱出を体験！ 
２．被災地ママ直伝の知恵を紹介！子育てママ・パパを対象にした親子で学ぶ防災ワークショップを実施！  

３．肢体不自由者の避難を想定した訓練として、50～60kg程度の人形を乗せた車椅子を学生が運搬！ 

４．今年 3月にリニューアル竣工した東体育館に設置する「“見える”災害用備蓄倉庫」の見学ツアーを実施！ 

つきましては、ご多忙の折恐縮ですが、取材のご検討をよろしくお願い申し上げます。 

＜「関大防災 Day2018」開催概要（千里山キャンパス）＞ 

【日  時】 10 月 25 日（木） （1）11：40～12：30 頃 地震避難・安否確認訓練  
（2）11：40～15：00    防災啓発イベント（詳細は次ページご参照） 

【場  所】 関西大学千里山キャンパス 各所  【参 加 者】 本学学生・教職員・地域住民 約 1 万人 
【協力団体】 吹田市危機管理室、日本赤十字社大阪府支部 【出展団体】 30 以上に及ぶ企業・団体 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 
※取材をご希望の方は、お手数ですが下記お問い合わせ先までご連絡をお願いいたします。 

この件に関するお問い合わせ先 

関西大学 総合企画室 広報課  担当：寺崎、浦田 

〒564-8680 大阪府吹田市山手町 3-3-35 Tel.06-6368-0201 Fax.06-6368-1266 

www.kansai-u.ac.jp 

防災・減災、避難訓練、地域連携 2018 年 10 月 18 日／No.62 

・学生・教職員のみならず、近隣住民もまじえた約 1 万人による大規模避難訓練＆防災啓発イベント 
・本学備蓄品を使用した炊出し訓練、キャリダンや降下型避難器具などの実践体験を実施 
・30 以上の企業・団体が出展する、知ってお得な防災啓発ブースも設置 
・被災地ママ直伝の知恵をもとに、子育てママ・パパを対象にした親子防災ワークショップを実施 

 
本件の 

ポイント 
 



■「関大防災Ｄａｙ２０１８」 の詳細 

【地震避難訓練・安否確認訓練】（千里山・高槻・高槻ミューズ・堺・北陽キャンパス共通） 

○ 地震避難訓練（11：40～12：10） 
2 時限目の授業中、11：40 に地震音を放送。 
各位置から避難場所までの移動シミュレーションを実施。 

○ 安否確認訓練（11：50 頃～終了まで） 
避難場所において、安否確認シートの配布・回収を行うと 
同時に、緊急連絡メールシステム（日本語・英語対応）を利用した安否確認を行う。 
これらの実施結果から、安否確認方法の有効性を検証する。 

【主な防災イベント】（千里山キャンパス） 

① 炊出し訓練・試食会（12：00～配給終了まで） 
本学災害用備蓄品のサバイバルフーズ（チキンシチュー・野菜シチュー）を利用し、 
大学・地域協同による約 2,000 人分の炊出し訓練を実施。来場者に配給する。 

② 避難器具・消火栓・消火器体験（12：00～15：00） 
非常用階段避難車「キャリダン」および降下型避難器具を使用しての降下避難体験を 
はじめ、消火器や屋外消火栓を用いての消火作業訓練などを実施。 

③ 火災時煙体験（12：00～15：00） 
吹田西消防署の協力を得て、テントハウス内に人体に無害な煙を 

発生させ、火災発生時における煙の怖さと避難方法を体験する。 

④ 応急処置体験（12：00～15：00） 
日本赤十字社の協力を得て、AED の使い方をはじめ、身近な 
道具（雑誌・ハンカチ等）を利用した応急処置の講習を実施。 

⑤ 浸水時ドア開閉体験（12：00～15：00） 
環境都市工学部・石垣泰輔教授研究室の協力のもと、実物大ドア模型を用いた浸水時避難体験。 

浸水時に、どのくらい水位が上がればドアを開けることができなくなるかを体験する。 

⑥ 橋口ゼミ生による「福島県・復興支援」トークイベント（13：30～14：00） 
政策創造学部・橋口勝利教授研究室が取り組んでいる福島県の復興支援について紹介する。 

⑦ 新・千里山東体育館の「“見える”災害用備蓄倉庫」見学ツアー（14：00～14：20） 
食料や毛布、簡易トイレ、発電機などの災害時に備えた備蓄庫の見学ツアー。 

⑧ 企業・団体による防災啓発ブース（11：50～15：00） 
全30以上の企業・団体によるブース出展。株式会社理経が提供する、火災現場からの脱出を体験できる   

「体験型VR訓練ソリューション」をはじめ、株式会社徳栄 提供の携帯用お尻洗浄機「お尻シャワシャワ」 

など、最新の防災グッズや非常食、サービス等を紹介。 

⑨ 親子で学ぶ防災ワークショップ「大地震発生！その時ママがすることは…？」（11：15～12：30） 
ほくせつ親子防災部（NPO法人ママふぁん関西）が主催する、被災地ママに教えてもらった知恵から、特に

子育てママ・パパが知っていれば、備えていれば、というポイントを伝えるイベント。100均防災グッズの 

紹介から防災食の試食まで、“親子で取り組む”ことのできる、“親子で助かる”ための学びを提供する。 

 
 
 
 
 
  
 

以 上  



 

■ 取材に関するご案内 

▼各社の社章（腕章）をご用意ください。 
▼取材可能な場所は次のとおりです。 

①教室（当日ご案内）②避難場所（★あすかの庭）③各種防災イベント 

■ 会場マップ 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

以 上  

防災イベント④ 

駐車場入口 

正 門 

防災イベント⑦⑨ 

防災イベント⑥ 

防災イベント①⑤⑧ 

防災イベント③ 

広報課 

関西大学会館 1 階 

阪急関大前駅 

防災イベント② 

（垂直式救助袋） 

防災イベント② 

（斜行式救助袋） 

防災イベント② 

（消火器・消火栓体験） 

★あすかの庭 


